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　要 　　旨

　本 研 究 は ，ブラ ン デ ィ ン グ にお け る物 語 の 効果 を実 証 的 に検 討す る も の であ る。こ こで は ロ レッ ク ス に 焦点をあ て ．物 語 が ，

生活者の好 感度お よび購買意欲の 変化に 与える 影響につ い て ，実験的方法を用 い て 明 らか に した。物語論の 観点か ら，物語の

構成要素として，語り手 ，世界観 ，登場人物が 設定された （本論 で は，語 り手 に，ロ レッ クス 社社長、大学教授，フ リー・ラ イ ター

を，世界観に，社会的責任，オ
ープ ン な革新性を強調する世界観を，また 同社を支 持す る登場人物 と して，著名人 集団，不特

定多数の クラ ウ ドを配 した ）。これ ら各要因と水準を 組み合わ せ，計 12 条件 の 物語を作成 した。本研 究 で は，語 り手 ，世 界 観 ，

登 場人 物を説明変数 と し，生 活 者 の好 感 度 と 購買意 欲 を 目的変 数 と して ，3 元 配 置 分 散 分 析 を行 っ た。そ の 結 果 ，好 感 度 に対

する 効 果 と して、語 り手 お よ び登 場 人 物 で主 効 果 が ，語 り手 と登場 人 物 で 交互 作 用 効 果 が有 意 で あ っ た。また 購 買意 欲 に 対す

る効 果 と して，世 界 観 で主 効 果 が 有 意 で あ っ た。物 語 こ と の効 果 の 相 違 が 明 ら か にな り，相 対 的 に小 さ な効果 に と ど まる 物語

が特定される
一
方，同社が現在採用して い る物語以外に，より効果の高い 物語が存在するこ とを示した 。

Abstract
This　study 　empirically 　examines 　narrative 　effects 　in　branding．　Our 　study 　object 　wa ヨ Rolex ，　and 　we 　analyzed 　the　type　of 　narratives 　that

influence　the　favorability　rates　and 　purchase　intentions　of 　consumers 　through　an 　experimental 　approach ，　 ln　tem ユs　of 　narratology ，　we

regard 　the 齟 owing 　three　components 　as　key　narrative 飴ctors ： narrator （（1）the　CEO 　of 　Rolex，（2）a 　university 　professor，　and （3）a

freelance　writer ），　world 　model （（1）socia 亅respensibility 　and （2）open 　innovatjon），　and 　character （（D　celebrity 　brand　ambassadors 　and

（2）anonymous 　crowd 　on 　the　Internet　who 　endorse 　Rolex ）．　We 　employed 　these　components 　to　create 　12　narratives ．　We 　applied 　a 血 ee −

factor　ANOVA 　in　this　study ．　Favorability　Rate　and 　Purchase　Intentions　were 　adopted 　as　objective 　variables ，　and 　Narrator，　World 　Mode 且，
and 　Character　were 　adopted 　as　explanatory 　ones ．　Narrator　and 　Character　have　a　significant 　rnain 　effect 　and 　a　significant 　interactien　effect

on 　Favorability　Rate．　F 呱 her，　World 　Model 　has　a　significant 　main 　effect　on 　Purchase 　Intention．　On 　the　basis　of 　our 　research 　data，　we

propose　each 　narrative 　factor　and 　level　has　different　 effects．　We 　suggest 　there　exist　more 　effective 　narratives 　than　the　one 　adopted 　by

Relex 　and 　some 　narratives 　have　relatively 　slight　effects，　implying　that　there　are　risks　in　applying 　narratives 　to　branding．

1，は じめに

　「ブ ラ ン デ ィ ン グ 」は ，現代マ
ーケ テ ィ ン グ の 重要課題の ひ

と つ と考 え られ て い る 。本論 で は，「ブ ラ ン デ ィ ン グ 」 と い う

用 語 を ，「意味 の マ ネジ メ ン ト」（J．Sherry，
　Jr．）［

1］
と い う意 味

で 用い る 。 情報社会 を背景 と した マ
ー

ケ テ ィ ン グ 活動 に お い

て は ，品質 と機能 の 次 元 を超 え て ，製 品 ・サ ービス へ の 意 味 づ

け （meaning ）の 仕方が，価値創造 の 主 要な要因と して 捉 え ら

れ る よ うに な っ た か らで あ る。本研 究 で は，物 語が 意味 を生

み 出す コ ン テ ク ス ト と して の 役 割 を担 うこ とに 着 目 し，ブ ラ ン

デ ィ ン グ に お ける物語効果 を検討する。

　本論 で い う 「物 語」 お よび 「物 語効 果 」 が何 で あ る か を，以

下 で 定 義す る。まず，「物 語 」 で あ る が，本 論 で は 「時 間 的 に

離 れ た 2 つ 以 上 の 出 来 事 を，始め ・中 間 ・
終 わ りとい う時間

的秩序に 沿っ て 関連づ け，コ ン テ ク ス トを創造 す る 言語 行 為 」

と考える こ と にす る
12］

。 物語 に は，「語 られ た もの ，物語 （that

which 　is　narrated ，　a　story ）」の 実体的側面 と，「語 る行為 また

は 実践 （the　act 　or 　practice 　of 　narrating ）」の 行為 的側 面 が あ る，

と した うえ で ，前 者 に 「物 語 」，後 者 に 「物 語 り」 の 用 語 をあ

て る 見解もみ られ る が
［2］
，本論で は 両者をと もに 「物語 」 と 表

記 す る こ と とす る。

　 また，「物語効果」に つ い て で ある が，こ の 用語を定義するた

め に，何 に対す る物語の 効果なの か，に つ い て 述べ る 。 まず，マ ー

ケ テ ィ ン グ の 目 的 は 顧 客の 創造 と 考 え ら れ て い る か ら
［3］
，現代

マ
ーケ テ ィ ン グの 要で ある ブ ラ ンデ ィ ン グ の 目的もまた，顧客

の 創造，つ ま り 「購買行動の 創造」 と考え る こ と とする 。 購買

行動 に 影響 を及ぼ す変数 と して 「態度」が あげ ら れ る が ，「態

度」概念は こ れ まで さ ま ざまに 規定 され て きた 。 こ こ で は 田 中
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の 定 義 に そ っ て ，「（生 活 者 の ） あ る 対 象 に 対 す る
一

貫 した好 意 的あ る い は 非好 意 的 な感情的 反応 や判 断 的 評価 」 と

い う考 え方 に準 拠 す る 。 こ の よ う に，態 度概 念 を支 え る 「好 ま

しさの 程 度」 と い う考 えを，本 稿 で は 「好感度」 と 呼び，購 買

行動 に 影響 を 及 ぼ す重要 な変 数 と と ら え る 。 くわ え て ，購 買 行

動に影響 を及 ぼ す 変数 と して 「購 買意欲 」 を考慮す る 。 カ トー

ナ に よれ ば，実際 の 購買力 よ りも，購買意欲 こ そが，生活者の

購 買行 動 を方 向づ け る 重 要 な要 因 と考 え ら れ て い る か ら で あ る

［51。したが っ て，本 論 で い う 「物 語 効 果 」 とは，物 語 に よる，

生 活者の 好感度お よ び 購 買意欲 の 変化 に 対す る効果，と い う意

味 で 用 い る。また ，上 述 の 物 語効 果 の 向上 に 積 極 的 に 関与 す る

ブ ラ ン デ ィ ン グ を，「物語 ブ ラ ン デ ィ ン グ」（narrative 　brand ・

ing）と呼ぶ こ と とす る 。

　本論が 前 提 とす る の は t 価値創造 の 主 た る基 盤 を
， 記 号価 値

ない し意 味 に 求め る 立 場 で あ る が ，同様の 問題 意 識 か ら，物語

とい う観点 に 着 目す る先行研 究 は ，こ れ まで に も，研 究 ・
実務

の 両面 か ら提示 さ れ て きた
f6］’［121。しか し，こ れ らの 諸 研 究 は ，

ブ ラ ン デ ィ ン グ に お け る 物 語 の 効 果 を実 証的 に 検 討する もの と

はい い が た い 。「物 語 と ブ ラ ン デ ィ ン グ 」 とい う成 果 志 向の 問

題 領域 に お い て は，ブ ラ ン デ ィ ン グの 最 終 的 な効 果 の 検 討 まで

を念頭 に 置 くこ とが，ひ とつ の 重 要な研 究 課題 だ と 考え られ る。

こ の 課 題 に 応 え る に は，物 語 を構 成す る諸 要 因 を特定 し，水準

を設定 し，そ れ らが 生 活 者 の 購 買行 動 を支 え る い くつ か の 変 数

に 与え る効果を ，実証的作業 を通 じて 明 らか に す る こ とが 必 要

不 可 欠で あ る。こ の 観点 か ら，本研 究 の 意 義 は，次の よ うな諸

点 に要 約 で きる だろ う。
・物語 の 構 成要 素 を明示 し，そ の 上 で ，物 語 効 果 を定 量 的 に把

　握す るた め に．近 年，社 会科学 分 野 で ク ロ ーズ ア ッ プ され る

　 よ うに な っ た 実 験 的方 法 を用 い た こ と

・物語 の 各構 成要 素，お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ が ，生 活 者 の

　好感度お よ び 購買意欲の 変化に ど の 程度効果が ある か ，また

　 は な い か を，実 証 的 に 示 した こ と

・そ の 際 　ロ レ ッ ク ス 社が 実 際 に 活用 す る 傾 向 に あ る 物語 の 事

　後分析の み な ら ず，その 他の
“
起 こ りうる 物語

tt
の 効果に つ

　い て も比 較検討 した こ と

　本節の 最 後に，本研究の 目 的 を述 べ る。本研 究 の 目 的 は，ブ

ラ ン デ ィ ン グ に お け る物語効果を実証的に 検討する こ とで あ

る 。 と りわ け ，物 語 を 構 成する い か な る 要 因が ，生 活者 の 好感

度お よ び 購買意欲の 変化 に 有意な 影響 を与 える の か を
， 実験的

方法 を用い て 明ら か に す る こ とを 目的 とす る。

2．物語を構成す る要因と水準の 設定

　上述 の 目的 の ため に ，本節 で は まず，物語 を構成 す る要 因 と

水 準 を設 定 す る。物 語 論 （narratology ） で は ．物 語 と，非 物

語 と を区別 す る諸 特 性 を，物 語 特 性 （narrativity ） と呼 ぶ
圏

。

本 論 で は，近年の マ
ー

ケテ ィ ン グ の 動 向を踏 まえ た 結果 そ の

中か ら．物 語 を構 成 す る の に 適 し た 要 因 と して ，「語 り手」「世

界観」「登 場 人 物 」 を採 用 した。以 下 で そ の 内容を簡潔 に要約

す る と と もに，各 要 因 で 設 定 され た 水準 に つ い て 述べ る 。
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2．1　語 り手

　90年 代 後 半 以 降，片平 は ，ブ ラ ン ド価 値 を高 め る うえで ，経

営 者 が ブ ラ ン ドに 託 す価 値 や 理 念 を語 る こ との 重 要 性 を説 い て

きた
【gl。また 近 年 にな っ て コ トラ

ーら も指 摘 す る よ うに な っ た

の は ，課題 解 決 の 当事 者 が ，み ず か らの 価値 ，理 念 ，姿 勢 を表

明 す る こ との 重要 性 で あ る
［14］。こ の よ うに ，価 値 や 理 念 をい

か に 語 り，相 互 的 に 共 有 す るか，に かか わ る問 題 は ，90 年代後

半 か ら 21 世 紀初 頭 に か け て ，マ
ーケテ ィ ン グ界 で 間歇的 に 論

議 され て きた ，と い っ て よい 。そ れ こ そが 「顧 客 の 創 造 」 に 重

要 な役 割 を果 た す こ と に な る ，と考 え られ て きた か らで あ る。

こ の と き，価値 や理 念を語 る当事者は 誰なの か，が焦 点 と な る

が ，先行研究 に よ れ ば ，三 人称 に よ る 語りは ，
一

人称 に よ る そ

れ と比 べ
， 物 語 そ れ 自体の 信用 を 高め ，聞 き手 の 態 度 に 影響 を

及ぼ す こ とが 知 られ て い る
［15］［16 ］。そ して ，ソ

ー
シ ャ ル

・
メ デ ィ

ア の 台頭 と と もに ，「第 3 者 （third　party）の 声」の 影響力は ，

今後 さ らに 増大 す る で あ ろ うと考 え ら れ て い る
［17］。

　そ こ で 本研究で は ，物 語に は少な く とも一人 の 語 り手が 想定

され る
圖

，とい う点 を踏 ま え，物 語 要因の うち ，価 値 や 理 念

の 「語 り手 」 に 焦点 をあ て ，語 り手 ご とに 物 語効 果 の 相 違 を検

討 した。 こ こ で は ，以 下 に 挙げる 合 計 3 水準の 語 り手 を設定

した。す なわ ち，語 り手 と して はあ ま り
一般 的 で は ない 二 人 称

設 定 を 除 き ，
一’

人称 （first−person）お よび三 人称 （third −person）

設 定 を取 り上 げ，三 人称 に つ い て は 2 水準 の 語 り手 を設 定 し

た （
一人称 ，三 人称 1，三 人称 2）。

　 本論 は，副題 が 示 す とお り 「ロ レ ッ ク ス 」 を実験 対 象 と して

い るか ら，本論 にお ける一人称 の 語 り手 と は，こ こ で は ロ レ ッ

クス 社 ・代 表取 締役社長 を指す 。 三 人称 1 お よ び 三 人称 2 は，

そ れ ぞ れ ハ ーバ
ー

ド大学 教 授 とフ リ
ー・

ラ イ ターと した。大 学

教 師 と著述 家 と い う職業選 択 は ，社 会的敬 意 の 強 弱 に も とつ い

て 設定さ れ て い る 。 そ の 理 由は ，課題解決の 観点か らみ て，よ

り現 代的 と さ れ る 社会 シ ス テ ム 観
［IS］［19］

，す な わ ち，課 題 解決

に 向け ，立 場 の 異 な る 多様 な 主体が 参 加 ・関与する よ うな社会

シ ス テ ム の 中で は ，社会的敬意す なわ ち
’‘
他者か らの 尊敬

’
が，

社 会 的靭 帯 と し て 重 要 な 役割 を担 う （岩井）
［”°1
，とさ れ る か ら

で あ る。こ の 社 会的 敬 意 の 指標 で あ る が ，こ こで は SSM 調 査

（「社会階層 と社会移動」全国調査）に よ っ て 明らか に され た 「職

業威信 ス コ ア 」（大学教 師 ：84．3，著述 家 ：66．6）に 基 づ い て い る。

こ こ で は 「威信」 とい う言葉が 用い られ て い る が ，以下 の 社会

学的定義 に よ れ ば，こ こで い う 「威信」が，岩井の 用 い る
」」
他

者 か ら の 尊敬
”

と，お よ そ 類 義の 概 念 と解 釈 す る こ とが 可 能で

あ ろ う。社 会 学概 念 に お け る 「威信 」とは ，「他 者 の 尊敬 や 賞賛 ，

信 服 とい っ た 感 情 的反応 を基 盤 とす る心 理 的映 像 の 次元 で成 立

す る勢 力」 を指す，と さ れ る か らで あ る
f211。以 上，本 論 で は

上 述 の 3 水 準 の 語 り手 を設 定 し，実 験 に よ っ て 物 語 効 果 を検

討 す る。

22 　世界 観

　近年の マ
ー

ケ テ ィ ン グ研究で は パ ラ ダイ ム 転換が 唱えられ る

よ うに な っ た。それ は，単な る 製品
・
サ
ービス に 焦点 をあて た 「交
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換 パ ラ ダイ ム 」 か ら ，当事 者 同士 ，さ ら に は 当事 者 と，人工 物

（artifact ） お よび生 態 系 との 相 互 関 係 プ ロ セ ス を重視 した 「関

係 パ ラ ダイム 」へ の 焦 点 移動 と要 約 され る。90年 代 後 半 以 降 ，

マ ーケ テ ィ ン グ分 野 に お い て 起 こ っ た 重 要 な変化 は ，当事 者 の

行 動 を方向 づ け るパ ラ ダイ ム な い しは世 界 観 の レベ ル で の 論 議

が急 速 に 活 発 化 し，理 論 と 実践 の 双 方 で ，発想 の 転 換 を迫 る よ

うにな っ た こ と で あ る
［22】。

　そ こ で 本 研 究 で は，物 語 要 因の うち 「世 界観 」に焦点を あて る 。

こ れは ，物 語論 で は 「物 語 世 界 」 （narrative 　world ；diegesis）

と呼ば れ，一連の 出来事が 起 こ る場 所 な い し枠組み を指す
tz31．

［26］
。 本研 究で は ，80 年代 中盤以 降 マ

ー
ケ テ ィ ン グ お よ び 消

費者 行動研 究の 領域 で も論議 され る よ うに な っ た ポ ス トモ ダ ン

の 思 潮 を踏 まえ て
，
個 別 の ブ ラ ン ドに と っ て 好結果 を もた らす

よ うな多元 論の 効果を探 る 。 すなわ ち，多様な現 実，複数の 異

な る 価値 の 競 合 と均 衡 を前提 と し た 世 界 の 見方 を，ブ ラ ン ドを

語 る た め の 場 と し て 設 定 し．検討す る
［27 ］．

　本実験 で は ，タ イプの 異なる 2 水準の 多元論 を設定 した （多

元 論 1 お よ び 多元論 2）。多元 論 1 は ，経済 と環 境の 双 方 に お

い て 高 い 成 果 をあ げ る とい う ，
「経 済 と環境 の 同 時 追 求 に 関 わ

る 物 語」で あ り．社 会 的責任 に 関 連 す る 物語 で あ る。経 済 と

環境 は 従 来 ，しば し ば相 反 関係 に あ る とみ な さ れ る 傾 向 が あ っ

た。そ こ を ，一方 を排 除 す る こ とな く，と もに 価 値 を認 め ，追

求 す る とい う意 味 で ，多元 論 と呼 ぶ の で あ る。他 方 ，多元 論 2

は ，社 内 だ け で 物 事 を検 討 す る 習慣 を一新 し ，多様 な社 外 知 識

を積 極 活用 す る とい う，「多 様 な ア ク ターとの 協 働 に 関 わ る 物

語」 を設定 した。立 場 の 異 な る者 同士 が，多様 さの なか に散 見

され る矛盾 に もか か わ らず，複 数 の 価 値 が 併 存す る こ とを尊 重

し，相 互 に共 存 と協 働 を志 向す る，とい う意 味 で，多元 論 と呼

び，こ こ で 設 定 され た 2 水 準 の 物 語 効 果 を検 討 す る。

2．3　 登場 人 物

　現 代マ
ー

ケテ ィ ン グ にお け る重要 な課 題 の ひ とつ は，よ り望

ま し い 成果の 実現に 向け，立 場の 異なる ア ク タ
ーた ち と，い か

に 相互 的な協力関係 を構築して い くか ，とい う点に求 め られ る
f281
。

そ こ で 本研 究 で は ，物語 要 因の うち，関 わ り合 う ア クターた ち，

す な わ ち 「登場 入物 」 を取 り上 げ る
「鯡 ［3°1。なか で も協 力行 動

の 担 い 手 で あ る 「贈 与 者 （補 助 者 ）」 に焦 点 をあ て る。か つ て

グ レ マ ス （A．Greimas） は，登場 人物 を，主体 ，対 象 ，送 り手 ，

受け手 ，補助者，反対者の 6 つ に 分類 した
［31］

。 こ こ で い う 「贈

与者」 は，この うち の 「補助 者」に 対 応 す る もの で あ る 。

　「登 場人 物」要 因 で は，タ イ プの 異 な る 2 水準 の 贈与者 を設

定 した （贈与者 1 お よび贈与者 2）。 贈与者 1 は ，ロ ジ ャ
ー・

フ ェ

デ ラ ー，プ ラ シ ド ・ド ミ ン ゴ ，ラ イ ン ボ ル ト ・メ ス ナーな ど ，
ロ レ ッ ク ス の ため に協力行動を発揮す る ，い わ ば 「国際 的 な著

名人集団」で ある 。 他方 ，贈与者 2 は ，必 ず しも実名が 公表 さ

れ る こ と の ない 人 々 ，な か で もイ ン タ ーネ ッ トを基 盤 と した 多

対多の 協働現象 で しば しば見 られ る 「不 特定多数の ク ラ ウ ド」

と した。

　最 後に，本節 の ま とめ と して ，設定 さ れ た 要因 と水準 を表 1

に 要約す る。

表 1 物語を構成する要因 と水準

要 因 水準 内 容

一
人称 ロ レ ツ クス 社 社長

語 り手 三 人称 1 ハ
ー

バ
ー

ド大学 教授

三 人 称 2 フ リ
ー・

ラ イ タ
ー

多 元論 1 経 済 と環 境の 同時追 求
世 界観

多元 論 2 多様な ア ク タ
ー

との 協 働

贈 与者 1 国 際的 な著名入集団
登 場 人物

贈 与 者 2 不 特定多数の ク ラ ウ ド

3 ．物語 に よ る好感度お よ び購買意欲の 変化 を実証す る 実験

3．1 実験対象

　好感度 と購買 意欲 の 変化 に 対す る 物語効果 を明 ら か に す る ，

とい う本 研 究 の 目的 に 照 らす な ら ば
，

コ ン テ ク ス ト と し て 機 能

する 物語 に 反応 し，そ こ か ら生 じる 象徴的な 意味合い が ブ ラ ン

ド価 値の 向 上 に 寄与 し うる よ うな ブ ラ ン ド ，す なわ ち ，相対 的

に コ ン テ ク ス ト依 存性 の 高 い ブ ラ ン ドを選 択 す る こ とが 必 要 不

可 欠 で あ る。ボ ル ト （D ．Holt）は ，コ ン テ ク ス ト依 存 性 の 高

い ブ ラ ン ドは 「自己表 現 」に 関 わ る ブ ラ ン ドで あ る と し ，フ ァ ッ

シ ョ ン ，イ ン テ リア ，美 容 ，レ ジ ャ
ー，自動 車 ，食 品 ，飲 料 をあ

げ て い る
［12］。また ，ブ ラ ン ド・ジ ャ パ ン の 調 査 結 果 に よれ ば

［32］
，

時 計 ・宝 飾 業 界 の 価 値 の 源 泉 が ，価 格 あ る い は機 能 で は な く，

象徴 的 意 味 合 い に 負 うこ とが示 され て い る。そ こ で 本 研 究 で は，

自己表現 領域 あ るい は 時計 ・宝 飾 業 界に 属 す るブ ラ ン ドに 焦 点

をあ て ，なか で も しば しばそ の 代 表格 とみ な され て きた ロ レ ッ

クス を対 象 に 実験 を実 施 した。本研 究 に お け る実 験 は ，慶 應 義

塾 大 学 湘南 藤 沢 キ ャ ン パ ス （総 合 政 策学 部 ）に 設置 され た 「マ ー

ケ テ ィ ン グ戦 略」の 2010 年春 学期履 修者 94 名を被験 者 と し，

2010 年 6 月 29 日に 実施 した。

32 　被験者

　本実 験で は ，将 来市場 の 担 い 手 と して 学 生 を選 択 し，その 反

応 を検 討 す る こ と を試 み た。こ こ で は そ の 理 由 を 2 つ あ げ る。

第 1 に ，現 代 マ
ー

ケ テ ィ ン グ で は ，コ ス ト・効 率 化 優 先 の 傾 向

が もた らす 弊 害 が 指 摘 さ れ ，マ ーケ テ ィ ン グ本 来 の 役 割 で あ

る ，将 来市 場 の 積 極 的 な開拓 が ，あ らた め て 待 望 され て い るか

らで あ る
［331

。 将来市場 の 担 い 手 は 潜在顧 客 と呼 ば れ る。潜在

顧 客は ，情 報 に 触 れ ，学 習 を通 じて ニ ーズ を形 成 し ，当該 製 品

の 価値 を理 解 す る こ と で 顕在 顧 客 に な る ，と考 え られ て い る。

こ こ で ，「潜在顧客」 と は ，現 時点で 顕 在化 して い る顧 客 以 外

の 顧 客 ，と い う意 味 以外 に ，中長 期 の 時 限 を通 じて 顕在 化 す る

顧 客 ，とい う意味 が含 まれ て い る。第 2 に ，カ トーナ が指摘 し

た よ うに ，消 費者行動 に と っ て 重要 な 要 因 は ，実 際 の 購 買 力 以

上 に ，購 買 意欲 にあ る ，と考 え られ るか らで あ る。したが っ て ，

将来市 場 の 形 成を念 頭 に置 い たブ ラ ン デ ィ ン グ は ，中長 期 の 時

間 軸をもつ こ と ，そ して ，顧 客選別 の 次元 と して ，現 時 点 の 購

買力 よ りも，購買 意欲 に 焦点を あて る もの なの で あ る。こ の 点 ，

同 キ ャ ン パ ス の 学 部生 を対象 に，本 実験 に先 立 っ て 実施 され た
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

予 備 調 査 （N ＝33）で は ，42，4 ％ の 被 験 者 が ロ レ ッ ク ス に 対 す

る 購買意欲 を示す 結果 を得 た。た だ し，本実 験 で は 将 来 市 場 の

担い 手 と して ，学生 の み を被験者 とす るに と ど ま っ て い る。こ

の 他の 潜在顧 客を考慮 した 実験 つ い て は ，別 途，実験 計 画 が必

要 と さ れ る 。

3．3　実験手続き

　以
’
ドで は ，本 実験 で と ら れ た

一
連 の 手続 きを ，（1）刺 激 の 作

成 ，（2＞変数 と 質問 文，（3）質問 紙 の 構 成 と 配布，（4） イ ン ス

トラ ク シ ョ ン ，（5）好感度の 分散分析手順 ，（6）購買意欲の 分

散分 析手川頁の 6 項 目 に 区分 し ，それ ぞ れ 簡潔 に 述べ る。

　（1＞刺激の 作成 　物 語に よ る好感度 と購買意 欲の 変化 を実験

す る に あ た っ て ，まず刺 激 とな る 物 語 を作 成 した。そ の 際，物

語 を構成 す る 要因 と して ，語 り手 ，世 界観 ，登 場人 物 の 3 要因

を 設 定 した。そ れ ぞ れ 3水 準 ，2 水 準 ，2 水 準 を設 け た結 果 ，

合 計 12 条 件 の 物 語 を刺 激 と して 用 い た。各 物 語 の 構 成 を表 2

に 要 約 す る。また，実 際 に 実験 で 用 い ら れ た 物 語 は 巻 末 に付 し

た （条件 3 ・条件 8）。条件 3 は多元 論 1 に，条件 8 は多元 論

2 に も とつ く物 語 で あ る 。他 の 条 件 の 物 語 は，表 2 に 示 す よう に，

こ れ ら の 物 語 をベ ース に ，語 り手 お よ び 贈 与 者 の 部分 を入 れ替

え て作成 した 。 各物 語 は新聞 記 事の 体 裁 を と っ て 表 現 され た。

なお 不 要 なバ イア ス が 生 じない よ う，特 定 の 新 聞媒 体 名 は付 さ

れ て い な い 。また，物 語 そ の もの の 効 果 をみ る ため ，語 り手の

写 真 な ど，視覚的情報 の 掲 載は い っ さい 控 え た。設 定 され た 3

水 準 の 語 り手 は，50 代 の 外 国 人 男性 と い う点 で 統
一

し，被 験

者 が 想起す る 先行 イ メ
ー

ジ を極 力 小 さ くす る 目的 で，語 り手 の

名前は ，い ずれ も架空の 名義を用 い た 。

表 2 物 語一
覧表 （12 条件）

物 語 語 り手 世界観 登場 人物

条件 1 一
人 称 多元論 1 贈与者 1

条件 2 一
人称 多元論 1 贈与者 2

条件 3 三 人称 ユ 多元 論 1 贈 与者 1

条 件 4 三 人称 ユ 多元 論 1 贈 与者 2

条件 5 ・三 人称 2 多元論 1 贈与者 1

条件 6 三 人称 2 多元 論 1 贈与者 2

条件 7 一
人称 多元 論 2 贈 与者 1

条件 8 一
人 称 多元論 2 贈与者 2

条件 9 三 人称 1 多元 論 2 贈 与者 1

条件 10 三人 称 1 多元 論 2 贈与者 2

条 件 11 三人 称 2 多 元 論 2 贈 与 者 1

条件 ユ2 三人称 2 多元論 2 贈与者 2

　（2）変 数 と 質 問文 　本実 験 で 設 定 され た 2 つ の 目的 変数 す

なわ ちロ レ ッ クス に対 す る 「好 感 度 と購 買 意 欲」 は ，そ れ ぞ れ

以 下 の 質問 文に よ っ て 確認 した。「好感度」に つ い て は 「「ロ レ ッ

ク ス 』 に 対す る 好感度 に つ い て ，お 聞 か せ くだ さ い 」 とい う質

問 に対 し，7件法で 回 答を求め た （1．非常に 好感をもっ て い る
，

2．好感 を もっ て い る ，3，や や 好感 を も っ て い る ，4．どち ら
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と もい えな い ，5，あ ま り好感 を も っ て い ない ，6．嫌悪 感 を も っ

て い る ，7．非常 に嫌悪感 を もっ て い る ）。 「購買意欲」に つ い

て は 「『ロ レ ッ ク ス 』か ら時計 を購入す る こ とに 興味が あ りま

す か 」 とい う質問 文 に 対 し ，7 件法 で 回 答 を 求 め た （1．非常

に 興 味 が あ る ，2．興 味が ある
，
3．や や 興 味が あ る

，
4、ど ち

らと もい えな い ，5．や や 興味が な い ，6，興 味が ない 7．全 く

興 味が な い ）。

　 （3） 質問紙 の 構 成 と配布　質問紙 は，二 部構成で 作成 さ れ

た。第 1 部 で は，まず 物 語 を読 む前 に，被験者が 普段腕時計

を身につ け る 頻度 腕 時 計 を身 に 付 け ない 場 合 は そ の 理 由 を 聞

い た。そ の 上 で ，ロ レ ッ ク ス に 対す る 好感度 （問 5） と購買意

欲 （問 6） につ い て 上述 の 質問 文 で 尋 ねた。続 い て ，第 2 部へ

と移 り，被験 者 に は，割 り当 て られ た 物 語 を読 ん で もら っ た。

そ の 際，物 語 を読 む こ と へ の 関 与 を高 め る 目的で ，紙 面 で 次 の

指示 を した ： 「まず 本 稿 の 新聞記 事 を読 み，文 中，あ な た か

らみ て 好 ま しい と思 う箇所すべ て に 傍線を，好 ま しくない と思

う箇 所 す べ て に 波線 を引い て くだ さ い 」。読丁 後，再 度ロ レ ッ

ク ス に対す る好感度 （問 15） と購買意欲 （問 16）に つ い て 質

問 を した。物語 を読ん だ前 と後で 回答の 変化をみ る た め ，問 5

と問 15，お よ び 問 6 と問 16 は，上 述 の 「（2＞変数 と質問 文」

で 示 した 同
一

の 質問文 と尺度を用い た 。 本実験当 日は
， 用 意 さ

れ た 12 条件の 物語が可 能 な 限 り均
一

に デ
ー

タ 回収が で きる よ

う質 問紙 を配 布 し た。

　（4）イ ン ス トラ ク シ ョ ン 　被験者に 対 して は ，回答に 先立 っ

て ，本 実 験 は 「ロ レ ッ ク ス の ブ ラ ン ド・イ メ
ージ 調 査 で あ る 」

こ と を伝 えた。た だ し，予 断 を もたせ ない た め，物 語 効 果 の 実

験 で あ る こ とは伏せ られ た。開始後は ，周囲と相談 をする こ と

の ない よ う，紙面 お よび 口 頭 で ，ま た回 答 中，イ ン ターネ ッ ト

上 の 関連 サ イ トを 閲覧 す る こ との ない よ う，口頭 で イ ン ス トラ

ク シ ョ ン を 行 っ た。

　（5）好感度の 分 散分析手順 　好感度 を 目的変 数 と した 分散 分

析 に よ る デ
ー

タ 処 理 は ，以 下 の 手順 を 踏 ん だ 。 （i）7 件法 で

得 ら れ た 集計値 を，条件 ご とに 1 お よ び 0 に 変換 し た。（ii）

回答 1 〜3 を 1，回答 4 〜7 を 0 と して分散分析 を行 っ た。

　（6）購 買 意 欲 の 分 散 分析 手 順 　購 買 意 欲 を 目的変 数 と した 分

散分 析 に よ る デ
ー

タ 処 理 は ，以 下 の 手順 を 踏 ん だ 。 （i ）7 件

法で 得 られた 集計値をもとに，被験者
一

人 ひ と りに対 して ，購

買 意欲 の 集計 値の 差分 を と っ た （物 語 読 了 後
一

物 語読 了 前 ）。

（ii）そ の 変化量 に 対 して 分散分析 を行 っ た。

4 ．結果

4．1　好感度

　「好 感 度 」 に 対す る物語 の 効果 が 有意 で あ っ た か どうか を確

認 す る た め に ，「好 感 度 」 を 目的 変 数 と し，「語 り手 」 「世 界観 」

「登 場 人物 」 を説 明 変 数 とす る 3 元 配 置 分 散 分析 を行 っ た。そ

の 結果 ，「語 り手」お よ び 「登 場 人 物」で ，そ れ ぞ れ 有 意 な主

効果 が 得 ら れ た （F＝ 4．462 ，p ＜ O．05 ；F ＝ 4．724 ，　p く 0，05 ）。さ

ら に ，「語 り手 と登場人物」の あい だ に有意 な交互 作用 効果 が

得 ら れ た （F＝2．808 ，p＝0，066 ）（表 3）。
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表 3　好感度の 3 元配置分散分析

要因 平方和 　　自由度　　平 均平方　　F 値　 有意確率

語り手

世界観

登場人物

膳り手 ＊世界観

語り手 ＊登場人物

世界眼 累登場人物

語り手 1 世界観 寧登場人物

腿

1．9070

．2541

．0100

．8161

．2010

．2120

．30817

、526

2　　 0．9541

　　 0、254122

1．0100

．4080

、θDO1

　　 0、212

4．462　　0、014率

1、189　　　0．279

4．724　　 0．螂 　＊

1．910　　　0、155

2、9D8　 0．066．

O．g93　　　0．322

2　　　　0．1糾　　　　O．721　　 0．490

82　　 0．214
’
＊
’

： p 〈O．05 　
‘”

p く0．1

　次 に 各 水 準 ，お よ びそ の 組 み 合 わせ ご との 平 均値 を示 す。

　 まず，主効果が 認 め られ た 「語 り手」要 因で は ，一人称 ，三

人称 1，三 人称 2 の 3 水準 を設 定 した。一人称 は ，本 実験 が対 象

と した ブ ラ ン ドの 経営 当事 者 で あ る ロ レ ッ ク ス 代 表取締 役 社 長

で あ る。そ して ，三 人称 1 は ハ
ーバ ード大学 教 授 で あ り。三 人

称 2 は フ リー・ラ イ ターで あ る。そ れ ぞれ の 平 均 値 は ，
一

人 称

（0．354），三 人称 1 （0，687），三 人称 2 （O．612）で あ っ た （図 1＞。

　 e忍

　 o．7
　 0．5
　 o．5
鬘 。 ，

度 　o．コ
　 o．2
　 口．1
　 　 c

一　胃■＿一　一＿一　■＿一一＿
コ

一人 移 三 人称 1

語 リ 手

三 人 移 z

図 1 好感度 に 対す る 語 り手 の 主 効果

　す なわち ，「ロ レ ッ クス 」へ の好 感 を得る うえで ，相対 的 に高 い 効

果を もつ の は 厂 人称で はな く，三 人称の 場合で あっ た 。 なか で もと

りわ け，三 人称 1 （ハ ーバ ー
ド大学教 授）が 物語 の語 り手 を務め る

とき，好感 を得 る うえで もっ とも高い 効果 をあげ る こ とが 示 さ れ た。

　次に ，主効果が 認め られ た もうひ とつ の 要因で ある 「登場 人

物 」 で は 2 水 準が 設 定 さ れ た。こ こ で 設 定 さ れ た 贈 与者 1 は ，

国 際 的 な著 名 人集 団 で あ る。また ，贈 与 者 2 は ，イ ン タ
ーネ ッ

ト上 に 形成 され る不 特 定多数 の ク ラ ウ ドと した。そ れ ぞれ の 平

均 値 は ，贈 与 者 1 （0．659），贈 与 者 2 （0，446 ）で あ っ た （図 2）。

図 2　好 感 度 に対 す る登場 人物 の 主効 果

　 こ の 結 果 か ら ，贈 与 者 1 が登 場 す る と き ，贈 与 者 2 に 比 べ ，

好 感 を得 る うえで ，よ り高 い 効 果 を もた らす こ とが 明 らか に

な っ た。す な わ ち ，ロ レ ッ ク ス に対 す る協力 行 動 の 担 い 手 と し

て ，国 際 的 な著 名 人 集 団が 登 場 す る と き ，イ ン ターネ ッ トを 基

盤 と した多対多の 協 働現 象で しば しば見 られ る （必 ず し も実 名

が 公 表 され る こ と の ない ）不 特 定 多 数 の ク ラ ウ ドに 比べ ，よ り

高い 好感 が 得 られ る こ とが 示 され た、

　最 後 に ，有 意 な 交互 作 用 が 認 め られ た 「語 り手 と 登場 人物 」

に お い て ，それ ぞ れ の 平均 値 は次 の 通 りで あ っ た。 
一

人称 x

贈 与者 1 （0．533）， 
一

人 称 x 贈 与 者 2 （0 ．2＞，  三 人 称 1 ×

贈 与 者 1 （0．875），  三 人 称 1 × 贈 与 者 2 （0．5），  三 人 称 2

× 贈 与者 1（0．563），  三 人称 2 × 贈 与者 2（0，667）で あ っ た （図

3）

図 3 好感度に 対する 語 り手 と登 場人 物 の 交 互 作用 効果

4 ，2 　購買意欲

　「購買意欲」 に 対す る 物語の 効果が 有意で あっ た か ど うか を

確認 す る た め に ，「購買意 欲 」 を 目的 変数 と し ，「語 り手」「世

界観 」 「登 場 人物 」 を説 明 変 数 とす る 3 元 配 置分 散分 析 を行 っ

た 。 その 結果 ，「世界観」に お い て 有意な主効果が 得 られ た （F ＝

8，940，p ＜ 0．01）（表 4＞。

表 4　購買意欲の 3 元 配置分散分析

要因 平方和 　 　 自由度 　　平 均平方 　　 F 値 　 　有意 確 率

語り手

世駻覩

登場人物

晤り手 ＊世界観

語り手 ＊登場人物

世界観 ＊登場人物

梧 り手 ＊世 界観＊登 場 人物

驅

3．32411633O

．1601

．9240

．2120

．1115

．67S106

、696

2　　　 1．662　　　 1．2刀 　　　　0284

112 11、633　　　8．喫ゆ

0．160　　　0、｝23

0．962　　　0．739

2　　　 0．1Q6　　　 0、082

122　

　

8

0．1112

．8391

．301

O．004＃

0．ア260

、4810

、922

O．  　　　　　0．765

2．182　　　 0．119

」
＊ 零
’

： p く0．01

　　「世 界観」は 2 水準が 設定され た が ，そ れ ぞ れの 平均値は ，

多元 論 1 （0．125），多元 論 2 （− 0．565＞で あ っ た （図 4）。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

図 4　購 買 意欲 に 対 す る 世 界 観の 主効 果

　こ の 結果 ，多元 論 2，す なわ ち 「多様 な ア ク ターと の 協 働 に

関 わ る物 語 」 を提 示 した と きに比 べ
， 多元 論 1

， すな わ ち経済

的成 果
一

辺倒 で は な く，「経済 と環境 の 同時追求に 関 わ る物語」

を提示 した と き，購 買 意欲 の 向上 に ，よ り高い 効果 を発揮す る

こ とが 明 らか に な っ た。また ，購 買 意欲 に関 連 して ，．ヒ記 の 結

果 に くわ え ，「好 感度 が 向 上 す る
一

方 で ，購 買意欲が 低下 す る 」

とい う結果 に つ い て も言 及 して お く （表 5）。

表 5　好 感度 と購 買意 欲 の 変 化 ：物語 読 了前後の 差分

甄

購

⊂読了後
一

読了前）

　　 購買意欲

（読了 後
一

読了前）

世界観 （多元論 2 ） 8 一26

登場人物 ⊂贈与者 2 ） 15 一12

語 り手十世界観十登場人 物 17 一2D

語 り手 〔三 人称 の
一2 一15

牾り手 ＋ 世界観 （三 人称 2 十 多元 論 1 ） 一1 一15

　物語 の 中で
， 多元 論 2 を用 い た場 合 ，好 感度 お よび購 買意 欲

の 変化量 （物語読了後
一

物語読了前） は ，そ れ ぞ れ 8 点 お よ

び 一26 点で あ っ た 。
つ ま り，多元論 2 を含 む物 語 で は ，好 感

度は 上 昇 す る に もか か わ らず ，購 買 意 欲 が 著 しく低 下 す る 結 果

と な っ た 。 同様 の 結果 が ，贈与者 2，さ らに すべ て の 要因を組

み 合わせ た場合に み られ た、さ らに ，好感 度 が ほ とん ど変化 し

な い よ うな場 合 で も，購 買 意欲 が 著 し く低 下 す る結 果 が み られ

た。三 人称 1，お よ び三 人称 2 ＋ 多元 論 1 が ，その 場 合 で あ る。

つ ま り，各 水 準 の す べ て の 組 み 合 わせ の うち ，5 つ の 場 合で ，

好 感 度が ほ とん ど変 化 しな い ，あ る い は上 昇 した に もか か わ ら

ず，著 し く購 買 意 欲が低 下 した 。

5．考 察

5．1　好感度に及 ぼす物語効果

　本 研 究 の 結 果 は ，2 つ の 主 効果 ，お よ び 1 つ の 交 互 作 用 効 果

の す べ て に 「語 り手」と 「登 場 人 物 」が 関 連 し て い た こ とか ら ，

好 感度 に影響を与える要因 と して 「語り手」 と 「登場人物」の

2 要 因が 重 要 で あ る こ とが示 され た 。
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　現 代的な マ ーケ テ ィ ン グ 活動 に お い て は ，課 題 解決の 当事者

が
，
み ずか らの 価値 ，理 念 ，姿勢を表明する こ とが ， あ らた め

て 重 要 に な っ て きた
［9］圜

。 こ れ は ，一人 称に よ る 物語の 必 要

性 を 強 調 す る もの で は あ る が ，本 実験 で は ，一人 称 を 語 り手 に

する こ とに比 べ
，
三 人称を語 り手に する ほ うが ，

生 活者の 好感

を得 る に は ，よ り効果 的 で あ る こ と が示 され た 。 と くに ，
一

人

称 （ロ レ ッ ク ス 社 代 表）の 場 合 ，ク ラ ウ ド （贈与者 2） との 連

携 を強調 する 物語で は ，同ブ ラ ン ドに 好感を い だ い た被験者 は

20 ％ に と どま り，効果 と し て は もっ と も低い 結果 とな っ た。ク

ラ ウ ドの 部 分 を ，著 名 人集 団 （贈 与 者 1） に した場 合 ，同 比率

は 約 53 ％ まで 上 昇 した もの の ，全 体 と して は上 位 4 番 目の 効

果 で あ っ た。こ こ で は 6 条 件 の 物語 が あ っ た か ら，い ず れ も下

位グ ル ープに 属 す る結果 と な っ た 。他 方 ，好感度 に対す る 物語

効 果 の 高 か っ た 上 位 3 つ の 物 語 は ，い ず れ も三 人称 を語 り手 に

据えた 場 合 で あ っ た か ら
， 好感度に 対す る よ り高 い 物語効果 を

追求する な ら ば ，
一

人称に よ る 語 り方の ほ か に ，三 人称型 の 物

語 を積極的 に 活用 す る必 要 が ある と考え られ る 。

　三 人称 に よ る語 りは ，
一

人称 と比 較 して ，物語 そ れ 自体の 信

用 を高 め ，聞 き手 の 態度に 影響 を及 ぼ す こ とが 知 られ て い る か

ら
f］S］b6］

，本 実験 の 結 果 は ，お お む ね そ の 傾 向 を示 す もの と考え

られ る。ま た，「第 3 者 （third　party ）の 声 」の 影響 力は ，ソ ーシ ャ

ル ・メ デ ィ ア の 台頭 と と もに ，今後さ ら に増大す る もの と考え

ら れ て い る か ら
［17 ］

，三 人 称型 の 物語 を
，

い か に 有効 に活 用 す る

か とい う課題 は
， 今後 ，

ブ ラ ン デ ィ ン グ を実行す る に あた っ て

重 要 な課題 とな ろ う。た だ し，三 人 称 に よ る語 りの 場 合 で も，

つ ね に 聞き手 の 態 度 に強 い 影響 を及 ぼ す とはか ぎ らない 。む し

ろ ，採用する 登場人物 に よ っ て は ，好感を得 る うえで ，相 対 的

に ，低 い 成 果 に と ど まる場 合 が あ る こ とが ，今 回 ，具 体 的 に示

され る こ と と な っ た。つ ま り，本 実 験 に よれ ば ，「ロ レ ッ クス 」

に お い て は ，ハ ーバ ード大 学 教 授 （三 人称 1） を語 り手 と し，

ク ラ ウ ド （贈 与 者 2） との 連 携 を強 調 す る物 語 が ，そ れ に該 当

す る こ とが 示 され た。

　 こ の よ うに ，た と え三 人称 （こ の 場 合 ，三 人 称 1） で も ，組

み合 わ され る登 場 人物 が 異 な る こ とで ，好 感 度 に対 す る効 果 に

顕 著 な差 異が 生 じうる とい う事 実 は ，物語 を用 い る こ との リス

ク を示す もの と考え られ る。

　ま た現 在 ，ロ レ ッ ク ス 社 が 実 際 に採 用 す る傾 向 にあ る物 語

は ，国際 的 な著 名 人集 団 （贈 与 者 1） を起 用 した 物 語 で あ る が ，

こ う した 現 行 の 語 り方が ，他 の 語 り方 と比 べ て ど れ ほ ど 有効 で

あ るか は ，こ れ ま で 必 ず し も判 然 と しなか っ た 。 しか し ，本実

験 の 結 果 に よ れ ば ，現 在 の ロ レ ッ ク ス 社 が 採 用 す る 方針 を踏 襲

しつ つ ，さ ら に 物語効果 を高め る 選択肢が ある こ とが 示 さ れ た

（ハ
ー

バ
ー

ド大学教授 × 国際的な著名人 集団）。

　 さ ら に 本 研 究 で は ，実験 を通 じ て ，被験者 に 「可 能態世 界」

を提 示 し た 。す な わ ち ，起 こ りうる 物 語 を刺 激 と し，あ わせ て

被験者の 態度変容 を検討 し た。その 例 と して ，不特定多数 の ク

ラ ウ ド （贈 与 者 2） との 協 働 を 強調 す る 物 語 が あ げ られ る。こ

れ は，現 行 の ロ レ ッ ク ス 社 に と っ て ，い まだ着 手 が 不 十分 な未

開拓 の 領域 で あるが，本実 験 の 結果 に よれ ば ，フ リー・ライ ター

を語 り手 と し ，ク ラ ウ ド （贈 与 者 2） との 協 働 を扱 っ た物 語 で
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は ，7 割近 い 被 験 者 が 同 ブ ラ ン ドに 好 感 を抱 く結 果 とな っ た （約

67％）。した が っ て ，今後 ，生 活 者 の 好 感 度 を動 か そ うとす る

な ら ば ，ロ レ ッ ク ス 社 に とっ て は ，現 行 の 範 囲 を超 えた ，新 し

い 活 動 と新 しい 物 語 を展 開す る 余地 が あ る と考 え られ る。

5．2　購 買 意欲に及 ぼす物 語 効果

　購 買 意 欲 の 変化 にお い て は ，「世 界観 」要 因 で 主効 果 が得 ら

れ た。と りわ け経 済 と環 境 の 同 時 追 求 （多元 論 1） を強 調 す

る 物 語 が提 示 され た とき ．購 買意欲が 向上 す る こ とが 明 らか に

な っ た。近年 ，持 続可 能 な経 営 に 向 け ，グ ロ ーバ ル な規模 で 謳

わ れ る よ うにな っ た世 界 観 を提 示 す る こ と は ，ロ レ ッ ク ス に対

す る購 買意欲を高め る方向に 作用 す る結果 とな っ た 。

一
方で ，

多様 な ア ク ターとの 協 働 （多 元 論 2）を 強調 す る物 語 が 提 示 さ

れ た と き ，購 買意欲 が低 下 した 。 経 済 と環 境 の 同時追求 （多元

論 1） に 関する 物語は ，い わ ば
」’
社会的責任 に 関連する 物語

”

で あ り，一方の，多様 な ア ク タ ーと の 協 働 （多元 論 2） に 関 す

る物語 は ，社内だ けで 物事を検討する 習慣を
一

新 し ， 多様な社

外知識 を積極活用す る とい う，
”
オ
ープ ン

・イ ノベ ー
シ ョ ン に

関 連す る物 語
”

と して 描 か れ た。こ の こ と か ら ，ロ レ ッ ク ス の

場合 ，革新的姿勢で は な く，社会的責任 に 関連する 物語 を示す

こ とが ，購買 意 欲 を高め る 上 で は効 果が あ っ た と考 え られ る。

桑原 （2010）に よれ ば ，時計
・宝飾 業 界の イ メ

ージは ，「革新 的」

とい うイメ
ージ よ り も，「地 位が 高 い 」 とい うイ メ

ージ と強 く

結 び つ い て い る
P32］。経 済 と環境 の 同時 追 求 （多元 論 1）を強

調 す る 物 語が ，ロ レ ッ ク ス の 購 買 意 欲 の 向 上 に 寄与 し た背 景 に

は ，地 位の 高 さに ふ さ わ しい 行動 を と る こ と ，つ ま り，社 会的

責任 に 対す る積極 的 な姿 勢 を語 る こ とが，購 買意 欲 の 向上 に影

響 す る 可 能性 を示唆 す る もの と思 わ れ る。た だ し，好 感 度 に つ

い て は，そ う した業 界イ メ ージの 拘 束 を受 け る とは必 ず し もい

い が たい 。 表 5 が 示 す よう に ，多元 論 2 を用 い た物語 は，購 買

意 欲を低 下 させ る
一
方，好 感 度 に つ い て は ，む しろ増 加 す る 結

果 が 得 られ た か らで あ る。同様の 傾 向は．贈 与者 2 （不 特定多

数の ク ラ ウ ド） を含 む物語 を提示 され た 被験者に もみ ら れ た 。

被験者 た ちは ，多様なア ク タ
ーとの 協働 （多元 論 2）や ，不特

定 多数 の ク ラ ウ ドに よ る 協 力 行 動 （贈 与 者 2） と い っ た 要 素

を含む物語 を通 じて ，ロ レ ッ クス に対 す る好 感 度 を高 め た もの

の ，購買意欲は 削が れ た よ うで あ る。多元 論 2 に基づ く世界 観

あ る い は贈 与 者 2 を 登場 人物 と す る 物 語 は ，現 代社 会 を特 徴 づ

け ，
い ま浸透 しつ つ ある 物語 で あ る が ，ロ レ ッ クス に対す る購

買意欲 を高め る うえ で は ，む し ろ マ イナ ス 効果 を もつ こ とが 示

さ れ た。

5．3　 ま と め

　本研 究 で は，ロ レ ッ ク ス を対象 と し て 実 験 を実施 し，そ の 結

果，好感度 と購買意欲 に 影響 を及ぼ す物語要因は そ れ ぞれ 異な

る こ とが 示 され た。す なわ ち，好感度 を動か す要 因 と し て は，

語 り手 お よび登 場 人物 が，他方，購 買意 欲 を動か す要因 と して

は，世 界観が，そ れ ぞれ 主 た る 役割を果 たす こ とが 示 され た 、

　 くわ え て，好 感 度 に つ い て は有意 な交 互 作用 も認め られ，各

水 準 の 組 み 合 わ せ に よ っ て は，効 果 に 著 しい 相 違 が み られ た。

す な わ ち，情 報 社 会 に お け る ブ ラ ン デ ィ ン グに お い て ．物 語 は

価 値創 造 の 基 底要 因 （infra・factor） と考え られ て い るが，本

実験 の 結 果 は，物 語 の つ く りか た （水準 の 選択 と組み合 わ せ か

た） に よ っ て は，小 さな物語 効 果 しか もち えな い 場 合 が あ る こ

とを実証 的 に示 す もの で あ る 。 これ は ，い わば 物語 の 活用 にお

け る リス クで あ っ て，物語 を構成す る要 因 と水準の 設 定に あ

た っ て は ，慎 重 かつ 的確 な選 択 と組 み 合 わ せ が 必 要 で あ る こ と

を意 味 す るか ら，今回，各水準 の 組 み合 わ せ に お け る 効果 の 相

違が 示 され た こ と は 重要で ある 。

　 さ らに ，ロ レ ッ クス 社 が 実 際 に 採 用す る 傾 向に あ る物 語 の み

な らず t
’‘
起 こ りう る物 語

”
もあ わ せ て 検 討 した 。 そ の 結 果，

同社が 従来採用 す る こ との なか っ た 物語，とい う意味で ，新 し

い 物 語 を 展 開す る 余 地 が あ る こ とが 示 唆 され た 。

　最 後 に，購買 意欲へ の 効果 に 関 して は，所属 する 業界 イ メ
ー

ジ に 影響 を受ける 可 能性が あ る こ とが 示 され た 。こ の た め．よ

り効 果 の 高い 物語 を 探索 ・作 成す る に あ た っ て は，業界 イ メ ー

ジ をあわせ て 検討する 必要が ある もの と考えられ る 。

　 以上，物語ブ ラ ン デ ィ ン グ は ，まだ提案 され た ばか りの 方法

で は あ る が ，本論に お け る 実験 か ら ，生 活者 の 好感度お よ び 購

買意欲の 変化に
一

定の 物語効果を生 み 出す物語要因が 示され た

と考え る。た だ し，本研究は，「ロ レ ッ ク ス 」を対象 と し た 実

験結果 に つ い て．ご くさ さや か な論考 を示 した に すぎ ない
。 今

後は ，多様 な対象に つ い て の 実験 を蓄積 し、物語 を構成する 諸

要因の 妥 当性 と効果 に つ い て 検討 を重 ね ，よ り広 範 な適 用可能

性 を確 認 して い く作 業 が 必 要 と され る。
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物語 （条件 3 ）付録 1

【第 li部】 ま ず、　 1 の　　記　を譱 み 、（1）文中、あなたからみ て 好ましい と思う箇所すべ てに傍線 （一 ）を、

　　　　 好 ま しく な い と 思う箇所す べ て に波線 （一 ）を 引 いて く ださ い。（2 ）その 後、次項 にある質問にお答

　　　　 え く ださ い。

会 見 一問一答

「

経
済
も
環
境
も

同
時
追
求
」

靉難鼕欝鸞鑾繋懸驥 欝

　
　

　
ロ

レ
ッ

ク
ス

の

事
業
活

動

の

基

本

姿

勢
を
ど
の

よ
う
に

み

て
い

ま
す
か

。

　
彼

ら

の

基

本
姿

勢
は

持
続
的

な

利
益

の
創

出
に
あ

り
ま

す
D

し

か

し、

地
球
環
境
保
全
に
コ

ミ
ッ

ト

す

る

姿

勢

に

は

消
極
的

で
、

「

経

済
と

環
境

の
同

時
追

求」

と

い

う

考

え

方

は

き

わ
め

て
稀
薄
で
し

た
。

市
場
一

辺
倒

の

発

想
が

支

配

的

だ
っ

た

た

め
、

か

つ

て

日

本

支
社

が
ス

イ

ス

本
社
に

対

し

て、

環

境
保
全

活
動
に

注

力

す

る

よ

う

提

案
し

ま
し
た

が
、

十

分

に

聞

き

入
れ

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。

当

時
、

本
社
の
最
高

財

務

責
任

者

を
筆

フ ラ ン ド

頭
に

役
員
ほ

ぼ
全
員
か
ら
反
対

の
声

が
あ
が
り
ま
し

た
。

　
　
　
そ

う

し
た

取
り
糧
み
は

コ

ス

ト
増
に

つ

な

が
る
か
ら
で

す
か

。

そ

の
通
り
で

す
。

と
は
い

え
、

工

場
か
ら
の

汚
水

や
排
煙
は
自

然
環
境
に

悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま

す
。

そ
し

て
、

そ
う
し
た
事
実

が
広
く
知
ら
れ
た

結

果
、

企
業

イ

メ
ー

ジ

が

損

わ

れ
る

こ

と

も
、

数
々

の

事
例
で

知
ら
れ
て

い

ま
す

。

そ
こ
で

ロ

レ
ッ

ク
ス

日
本
支
社
長

の
リ
チ
ャ

ー

ド
・

エ

バ

ン
ス

氏
は

、

ロ

レ
ッ

ク
ス

の
パ

ー
ト
ナ
ー

で

あ
る
幾
人
か

の
人
々

に

思

い

き
っ

て

声
を
か

け
る
行
動
に

出
ま
し

た
。

エ

リ

ッ

ク
・
ク
ラ

プ
ト

ン
、

ロ

ジ
ャ

i・
フ
ェ

デ
ラ
ー
、

プ
ラ

シ

ド・

ド
ミ

ン

ゴ
、

ラ

イ
ン
ホ

ル

ト
・

メ
ス

ナ
ー
、

ク
リ
ス

テ
ィ

ア
ー

ノ
・
ロ

ナ
ル

ド
と
い

っ

た
各
界

の
著
名
人
た
ち
で
す

。

さ
い
わ

専

鏤
華

嚢

耄

覊
齢

羅

蠡

騒
霧

ハ

ー

バ
ー

ド
大
学

経

営

大

学
院

　
教
授

　
　
　
　

ア

レ

ン
・

フ

ィ

ッ

シ
ャ

ー

い

彼

ら
は

、

一

企
業
で
あ
る
ロ

レ
ッ

ク
ス

が
環
境
保
全
に
積
極

的
に

か
か
わ
る
姿
勢
を
支
持
し

て
い

ま
し

た
。

共
同
で
声
明
を

出

す
方
向
で
検
討
を
重
ね
て
い

た

こ

ろ
、

こ
う
し
た
動
き
が
本

社
の

耳
に

入
り
ま
し
た

。

こ

れ

が
、

ス

イ
ス

本
社
が
環
境
保
全

対
策

に

軸
足
を
移
す
転
機
と
な

り
ま
し
た

。

　
　
　
そ
の

結
果

、

ど
の
よ
う

な
取
り
組
み

を
し
て

い
る
の
で

し
ょ

う
。

　
現

在
、

同
社
は
グ
ル
ー
プ
全

体
で、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

で

次

世
代

の
バ

イ
オ
燃
料
生
産
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い

ま

す
。

こ
れ
は
最
終
的
に
は

、

同

社
の

工
場
す
べ

て

の
排
出
量
に

あ

た

る
CO2

削
減
効
果
が
見

込
め
る
有
望
案
件
で

す
。

先

般
、

わ
れ

わ
れ
の

ほ
う
か
ら

、

本
件

を
ケ

ー

ス

ス

タ
デ
ィ

と
し
て
採

択
し

た

い

と
の
要
請
を
し
ま
し

た
。

　

ー
今
後

、

ロ

レ
ッ

ク
ス

の

展
望
を
ど
う
み
て

い

ま
す
か

。

　

彼

ら

の

展

望

は
、

「
こ

れ

か

ら

は

市
場

的
な

も

の

の

見

方

を

超

え

て
、

地

球

的

な

（

且

穹
Φ

＄

曙
）

も

の

の

見

方

を

判
断
基
準
に
し
て
い

く」

と
い

う

言

葉
に

集

約

さ

れ

て
い

ま

す
o

同
社
は
こ
れ
ま
で

、

ゴ

ル

フ

の
マ

ス

タ
ー
ズ
や
テ
ニ

ス

の

ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
の
協
賛
に

か

か
わ
っ

て

き
ま

し
た

。

「
各

界

の
世
界
最
高
峰
の
ト
ー
ナ
メ

ン

ト
に
か
か
わ
る
以
上、

わ

れ

わ

れ
も
厳
し
い

目
標
を
課
し、

最

良
か
つ

最
高
峰
を
目
指
す
責
任

ア

レ

ン
・
フ
ィ

ッ

シ
ャ

ー

81

年
経

済
学
博
士

号
（

ハ

ー
バ

ー

ド

大
学
）

。

89
年
同
大
教
授
就
任

。

プ

ラ
ン

ド
論
の

世
界
的
権

威
と
し

て

『

ブ
ラ

ン
ド

戦
略
』

『

ブ
ラ

ン
ド
の

競
争
優
位
』

な

ど
著
書
多
数

。

軒
舞
灘．
毳

が
あ
る
」

と
の
考
え
は

、

業

界

リ
ー

ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

発

言

と
い

え

ま
す

。

　
　
（

聞
き

手
・
大
泉
紀
世
子
）

耋
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一Eleotronlo 　Llbrary 　
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会見
一

問
一

答

「

開
か

れ
た
対
話
と

創
造
こ

そ
基
本
」

難難 欝灘灘蘓疹鑿

　

ー
ロ

レ
ッ

ク
ス

の

事
業

活

動
の
基
本
姿
勢
を
聞
か

せ
て

く

だ
さ
い

。

　
持
続
可
能
な
ビ

ジ

ネ

ス

を
展

開

す

る
こ

と

で

す
。

そ

の

た

め
に
は
利
益
の
創
出

が
重
要

で

す
。

現
代
で

は

顧
客
と
の

共
同

創
造
が

、

そ

の

基
盤
と
な
り
ま

す
。

し

か
し

、

こ
れ
ま
で
当
社

は
、

「

成

長
」

を
合
言

葉
に

規

模
拡
大
と
生

産

効
率
を
重
視
す

る
ば
か

り
で

、

「

開
か

れ
た

対

話
と

創
造」
と
い
う
考
え
方
は、

き
わ
め

て
稀
薄
で

し

た
。

か
つ

て
日
本
支
社
か
ら
ス

イ
ス

本
社

に
対
し

て
、

顧
客
と
の
集
合
知

を
重
視

す
る
よ
う
提
案
し
ま
し

フ ラ ン ド

た
が

、

十
分
に

聞
き

入

れ
ら
れ

ま
せ

ん

で

し
た

。

当
時

、

本
社

の
最

高

経

営
責

任

者

を
筆

頭

に
、

役
員
ほ
ぼ
全
員
か
ら
反
対

の
声

が
あ
が
り
ま
し
た

。

　

1
そ
う
し
た
取

り

組
み

が

企
業
利

益
に
反
映
さ

れ

な
い

と

映
っ

た
の
で

し
ょ

う
か

。

　
そ

の

通
り
で
す

。

と
は

い

え

「
成
長
戦

略」

の
名
の

も
と
に

生

産
効

率

を
追

求
し
た
結

果
、

他

社

と
似
た
り
寄
っ

た

り
の

商

品

ば

か
り
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ

て

し
ま
い

ま
し

た
。

も
と

も

と

ダ
イ
バ

ー
ズ
・
ウ
ォ

ッ

チ

を

開

発
し
た
の
は

ロ

レ
ッ

ク
ス

な

の

で
す
が

、

そ
う
し
た
革
新

的

な

製
品
を
生
み
出

す
姿
勢
が

社
内

か
ら
消
え
よ
う

と
し
て

い

ま

し

た
。

そ
こ

で

私
は
思
い
き

っ

て
、

ロ

レ
ッ

ク

ス

が
今
後
も

卓

越

し
た
地
位
を
保
つ

つ

も
り

で

あ
れ
ば

、

社
会
に

対
す
る
よ

り

開

か
れ
た
態
度
が
不

可
欠
だ

日
本
ロ

レ

ッ

ク
ス

（
株）

代
表
取

締
役
社
長

　
　

　
　

リ
チ
ャ

ー

ド
・

エ

バ

ン
ス

と

の

問

題

提
起
を
ッ

イ
ッ

タ
ー

上

に

投

じ

ま

し

た
。

す
る
と
一

日

の

う

ち
に
一

万
件
を
超
え
る

反

響

が

あ

り、

こ
の

事
態
を
主

要

紙
各

社

が
取

り

上

げ

ま
し

た
。

ネ
ッ

ト
上
に

は
い

く
つ

も

の

関
連

サ
イ
ト

ま
で

登

場
し

、

ロ

レ
ッ

ク

ス

本
社
に

対
す
る
呼

び

か

け

を
フ

ラ

ン

ス

語
に

翻
訳

す

る

人

も

出
て

き
ま

し
た

。

さ

い

わ
い

彼

ら
は

総
じ
て

、

私
の

問

題

提
起
を
支
持
し
て

く
れ
ま

し

た
。

こ

う
し
た

日
本
発

の

ネ

ッ

ト
上
の

動
向
が
本
社
の

耳
に

入

り

ま

し

た
。

こ

れ
が

、

ス

イ

ス

本
社
が
「

拡
大

と
効
率」
】

辺

倒
の

姿
勢
を
見
直
し

、

開
か

れ

た

集
合
知
へ

と
軸
足
を
移
す

転

機
と
な
り
ま
し

た
。

　

1
そ
の
結
果

、

ど
の

よ
う

な

取

り

組
み
を
し
て
い

る

の

で

し
ょ

う
。

　

現
在

、

ロ

レ
ッ

ク
ス
・
グ
ル

ー

プ
で

は
、

社
内
だ
け
で

物
事

を
検
討
す

る
習
慣

を
一

新
し、

ウ
ェ

ブ
上
で
顧

客

と

の

対
話
を

は

か

る

オ
ー
プ

ン

な

制
度
を
採

用
し
ま
し

た
。

こ

れ

は

顧

客
と

の
関
係
づ

く
り
に

く

わ

え
、

革

新
的
な

ア

イ
デ
ィ

ア

創

出
を
同

時
達
成
す

る
有
望

案
件
で

す
。

双
方

向
の

プ

ロ

セ
ス

の

中

か

ら
、

製
品
や
社

会

貢

献
な
ど
に

関
す
る

上
位
100

人

の

ア
イ

デ
ィ

ア

を
選
別
し

た

あ

と
、

一

般
か
ら
の
投
票

で

上

位
20
名
に

絞
り
込
み

、

さ

ら

に

外
部
役
員

を
ま
じ
え
た

委

員

会

で

ト
ッ

プ

5
を
選
ぶ

方
式
で

す
。

先
般

、

ハ

ー
バ

ー
ド
大

学

か

ら
、

本
件

を

ケ

ー
ス

ス

タ

デ
ィ

と

し
て

採

択

し
た
い

と
の

要

請

を
受
け
ま

リ
チ
ャ

ー

ド
・
エ

バ

ン

ス

93
年
ス

ウ
ォ

ッ

チ・
グ

ル

ー
プ
・

ジ
ャ

パ

ン

入
社

。

、

DO
年
7
月

代
表
取
締
役
就

任
。

07
年
か
ら

現
職

。

58
歳

。

瞬

繕
魏

鑰粥
織
麟

鱒
鹸
購糊
繋
晦

購
鱒

麟
購醐
朧
鱗
卵

鐸
騨

騨

鍵へ
翻

曩
羅
谿
鍵
融

飜
驚
飆

靉
飜

鑢
鸞
難
麟

轡
蝉

蕪
繰

鐸
臻
轡
鱒
顴
鎌
欝
輸

魏

鍍 
靉．
鰰

覊

雛
欝
鑼
灘

輪
議
鑰
糟

輪
纖

鸞
繍
鋤
轡
鍵
騨

鑞

懃

鑞
轗

し
た

。

　

1
今
後
の
展
望
を

聞
か
せ

て

く
だ
さ

い
。

　
は

い
。

こ
れ
か
ら
は
「

拡
大

と

効

率」

と
い
っ

た
考

え

方

を
超
え

て
、

集
合
的
な

創
造
性

（
8
潯
。

二

く
 

奚
雷け
三叶

賓）
を
基
本

姿

勢
に
し

て
い

く

考
え
で

す
。

わ
が
社
は
こ
れ
ま
で

、

ゴ

ル
フ

の
マ

ス

タ
ー
ズ
や
テ
ニ

ス

の
ウ

ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
の
協
賛

に

か
か

わ
っ

て

き
ま
し
た

。

各

界
の
世

界
最
高
峰
の
ト
ー

ナ
メ

ン

ト
に

か
か
わ
る
以
上

、

わ
れ

わ
れ
も

卓
越

し
た

創
造
性
を

発

揮
し

、

最
良
か
つ

最
高
峰
を
目

指
す
責

任
が
あ
る
と
考
え

て
い

ま
す

。

　
　
（

聞
き

手
・
大
泉
紀
世
子
）
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